
新規1ステップシステム：G-ボンドの 
健全および根面う蝕象牙質への 
接着性 

ユニフィルボンドからG-ボンドへ
の進化 
　近年、接着材の開発は目覚しく、2ステッ

プのセルフエッチングシステムが操作性

もよく高い接着性を発揮することから主

流となっている。GC社では、4-METと

HEMAを主成分とするユニフィルボンド

を開発し臨床家の高い評価を受けてい

たが、この度エッチング、プライミング、ボ

ンディングが1つになった完全なワンステッ

プタイプのボンディング材であるG-ボン

ドが開発された。このG-ボンドはユニフィ

ルボンドの長所をさらに発展させたワン

ボトルタイプであり、一回塗布で、しかも

10秒処理で光照射10秒という極めて

操作性が向上している。私共は、従来よ

りモディファイド・シールド・レストレーショ

ン（MSR法）を提唱しており（図1）、先

駆細菌が残存する可能性がある象牙質

をボンディング材によって接着封鎖する

手法の開発をめざして研究を展開してい

る1, 2）。現在わが国は世界で類をみない

超高齢化社会に突入しており、高齢層を

中心に根面う蝕が多発している。特に訪

問歯科診療の現場においてはその対応

に苦慮する場合が多く、う蝕の完全除去

を必要とせずスピーディーに多数歯の修

復を可能とする接着システムの開発は

急務といえる。 

 

 

 

G-ボンドの健全および根面う蝕
象牙質への接着強さ 
　G-ボンドはその操作性や開発コンセプ

トから考えて通常の歯冠修復のみならず

根面う蝕修復にも極めて適していると考

えられる。そこでG-ボンドおよびユニフィ

ルボンドの健全および根面う蝕象牙質へ

の接着強さを図2に示すマイクロテンサ

イル法3）を用いて測定した結果、健全象

牙質に対して、G-ボンドはユニフィルボン

ドと同等の約34MPaという高い接着強

さを発揮した。さらに、う蝕検知液により

ピンク色に染色される根面う蝕象牙質に

対しても約25MPaという比較的高い接

着強さを発揮し、ユニフィルボンドよりも

向上していることが示された（図3）4）。 
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図2．根面う蝕象牙質への接着強さを測定するためのマイクロテンサイル法 

図1．モディファイド・シールド・レストレーション（MSR法）のコンセプト 
う蝕検知液でピンク色に染色される象牙質でう蝕細

菌の残存が疑われる場合に、樹脂含浸層で細菌を

封じ込め無害化し、周囲象牙質を再石灰化し極力保

存しようとする概念。 

北海道大学佐野教授とジョージア

医科大学パッシュレイ教授が世界

で初めて開発したマイクロテンサ

イル法を根面う蝕接着強さ測定の

ために著者らが改良考案した方法。 

健全象牙質ではG-ボンドとユニフィルボンド

の接着強さは同等であったが、根面う蝕象牙

質ではG-ボンドが有意に向上していた

（p<0.05)。 

図3．Gボンドの健全および 
　　根面う蝕象牙質への接着強さ 
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G-ボンドの根面う蝕象牙質にお
ける接着界面 
　従来の2ステップシステムであるユニフィ

ルボンドでは、走査型電子顕微鏡（SEM）

観察の結果、健全象牙質で厚さ1μmの

典型的な樹脂含浸層を形成していた（図

4）。これに対して、新規1ステップシステ

ムのG-ボンドの健全象牙質接着面には

典型的な樹脂含浸層は認められず、0.3

μm以下の極めて薄い化学的反応層が

生じていた（図5）。私共はこの層をナノ・

インターラクション・ゾーン（Nano-

interaction Zone：NIZ）と呼ぶことを

提唱している5)。さらに根面う蝕象牙質

とG-ボンドの接着面は、う蝕変性コラー

ゲンがレジンモノマーの浸透を阻害して

いるが、細菌様物質を封じ込めたと思わ

れる複雑な構造が生じていた（図6）。 

 

 

 

 

MIをささえるG-ボンド 
　以上のような当教室でのデータから、

G-ボンドはユニフィルボンドの長所を活

かしつつ、より大幅な操作性の向上により、

通常の歯冠修復のみならず、根面う蝕治

療にも大きく貢献できるシステムである

といえる。今後、ユニフィルフローなどの

フッ素徐放性充填材の応用によりミニマム・

インターベンション（MI）のコンセプトに

基づくう蝕治療が確立されることを確信

している。 

図4．ユニフィルボンドと健全象牙質の接着界面のSEM像 
ユニフィルボンドを健全象牙質に接着させユニフィルフロー

を充填したときの接着界面。左図は4000倍、右図は1万倍

のSEM像。厚さ約1μmの樹脂含浸層と5μmの長さのレジ

ンタグが生じていた。 

図5．G-ボンドと健全象牙質の界面 
G-ボンドと健全象牙質の接着界面にはSEMでは明瞭な樹脂

含浸層を認めなかった。 

図6．G-ボンドと根面う蝕象牙質の界面 
根面う蝕象牙質とG-ボンドの接着面

は、う蝕変性コラーゲンがレジンモ

ノマーの浸透を阻害しているが、細

菌様物質を封じ込めたと思われる複

雑な構造が生じていた。 
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